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■甕言鱚:1魃鞣聟封

み

ことわざに、親しくしている隣近所を表す「向こう三軒両隣」という言葉があります。こうした単位が、坪

や常会を構成し、地域社会で非常時の共助、喜怒哀楽を共にしてきました。

昭和の時代、十九夜講、子安講、三夜講、針供養という民間信仰の集まりがありました。陰暦の当日、女性

たちが集まり安産や子育ての祈りを通して、息抜きに雑談をして懇親を深める行事でした。男たちにもまた、

庚申の日には徹夜で懇親する庚申請がありました。

こうした行事は、なにものにも勝る住民交流の場で、困りごと悩みごとを分かち、生活のリズムにしてきた

のです。現在では、こうした地域共同体を一括りして、コミュ

ニティと表現し、著しい自然災害や治安を反映した、新たな

安全安心の仕組みづくりが強く求められています。

古来、何事も自発的に処理してきた集落も、文明の進展と

ともに生業の多様化、人□の減少などで地域の連帯がくずれ、

承継が危ぶまれるようになりました。かねて、大きな足跡を

残してきた青年団、婦人会 (現女性会)、 老人会 (現高齢者ク

ラブ)などの組織も、古き良き時代だけにとどまることなく、

これからのコミュニティをオール下大野で培っていかなけれ

ばなりません。
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住みよい下大野をつくる会

熙恣婁髯憑
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「地域、学校・保護者との連携」
少子化については、社会的な問題として地域を問わず深刻な問題です。元気な地域を維持するには子ど

年度、下大野小

も会育成会の運

ての活動となつており、さ

らに広域的な活動が求めら

れています。

主な取り組み

□地区会・公的機関の積極的な関与により、保護者の負担軽減

□子どもたちが参加するイベント等の増力|(郷土カルタ大会等の復活)

ポ宦睦獨蛉埒瑯隆颯瘍隋尿豚

子どもたちが登下校中に犯罪被害に遭うケースが増え

ており、地域全体での見守り活動が重要です。地域では

令和 5年から小学校との連携によつて、有志による見守

り活動を、散歩のついでなどに、無理の無い活動をお願

いしています。また、腕章やジャケットを提供して、地

域からの認矢□度を向上させています。

主な取り組み

□学校活動への積極的な参加 (児童と地域の人との顔の見える関係)

□新規協力者を募り、小学生の登下校時以外にも活躍の場を増やす。

現行 13人→ 20人

ダイグラボウも見守る下大野小学校



『餃50はなり鰺鰊薇埒藉縣
那珂川と涸沼川の合流域にある下大野地区は、特に水害による災害を長年経験してきました。令和元年

の台風災害 |よ記憶に新しく、地形的に急激な事態悪化はないことから、人的被害は少なかつたものの、住

宅や農地への被害は免れません

でした。東日本大震災時には津

波被害も経験しており、南海 ト

ラフ地震の発生など、予想され

る今後の自然災害には万全の警

戒をしなければなりません。

主な取り組み

□避難所設置・運営管理訓練の実施 (宿泊を伴う)

□避難訓練等の継続実施 (危機感の持続・慢心の排除)年 1回の定例化

□将来的には那珂‖l・ 涸沼川の堤防建設促進

攣飩魃汁鞣黎鯰拶恣争翡誡贅憑靡冬

近年、関東近県で多発している強盗盗難事件など、

都市圏以外でも「対岸の人事」ではなくなつていま

す。情報化時代でどこでも誰もがその標的となつて

しまうことから、地域のパ トロールなどで、犯罪者

を寄せ付けない地域の力が求められています。パ ト

□―ルには、防犯効果 |よもちろん自身の健康増進や、

高齢世帯の見守り 。こ近所の助け合いなどの効果も

大いに期待できます。

主な取り組み                      下大野二区の防犯パトロール

□下大野 2区で実施している定期バ トロールの (全 6地区)へ展開

□子ども見守り活動との連携と拡大

□活かそう回覧板、身近で見守る常会 (班)のチカラ



「住民総参加のふれあい事業』

下大野 |よスポーツにおける各町内会の対抗心が強く、運動会などで |よ

予選会を開くなどして挑み、盛大な祝勝会・反省会を行い、地区の団結

力の源としていました。この闘争心こそが地区の絆を深め、多少の不満

を抱きながらも、最後には喜びを爆発させ、コミュニティを強固なもの

にしていたはずです。

したがつて、時代が移り考え方が変化する中でも、地区住民が一堂に

介し、顔が見えるイベントを実施していくことが、スポーツのみならず

文化活動においても仲間づくりに大きな意義があると考えます。

主な取り組み

ロイベントのPR強化と、町内会としての参加

□三世代交流お月見会 0皆コーまつりの充実

□町内会組織におけるレクリエーシヨン担当の確立

□情報伝達ツール (メール等)の整備

『愛郷の心を育てる」
お月見会

生まれ育つてきた我が郷土、これから生きていく伸びゆく郷土。自分が住む地に誇りを持てなければ、

住みよい下大野はつくれません。

下大野村が常澄村に合併した昭和 30年に約 4000人が

暮らした下大野 |よ現在約 2500人。核家族化が進む中で人

□減 |よ仕方ありませんが、住みよいまちづくりを進めるに

は、それにあらがつてでも、団結してふるさとを守つてい

かなければなりません。そのために、お隣と、こ近所と、

町内会と交流を深め話し合い、誇りの持てる郷土、愛郷の

心を強めたいものです。

主な取り組み

□郷土の歴史を振り返る資料の提供 (冊子の発行 )

皆コーまつり

□下大野地区が持つ魅力の再発見とアピール


